
　

第
２
登
山
口
か
ら
菅す

げ
ん
た
ん
と
う
げ

谷
峠
（
５
７
１
ｍ
）
ま
で

は
、
か
つ
て
は
敦
賀
か
ら
府
中
へ
抜
け
る
街
道
筋

に
あ
た
り
、
途
中
に
は
樹
齢
３
０
０
年
と
い
わ
れ

る
ブ
ナ
の
原
生
林
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ナ
の
木
は
た

く
さ
ん
の
水
を
蓄
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺

り
は
「
み
ど
り
の
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
中
を
数
百
ｍ
に
わ
た
っ
て
、
深
さ
６

ｍ
に
お
よ
ぶ
「
切
り
通
し
」
が
続
い
て
い
ま
す
。
数

百
年
に
わ
た
っ
て
人
馬
が
削
り
取
っ
て
で
き
た
も
の

で
す
。
太
古
の
昔
に
は
、
こ
の
道
を
通
っ
て
府
中
方

面
へ
の
塩
が
運
ば
れ
た
こ
と
か
ら
「
塩
の
道
」
あ
る

い
は
若
狭
脇
往
来
・
古
北
陸
道
と
も
呼
ば
れ
、
軍
事
・

経
済
上
大
事
な
役
割
を
果
た
し
た
道
で
す
。
自
然
の

神
秘
と
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

で
す
が
、
こ
の
道
に
関
す
る
確
か
な
記
録
が
少
な
い

た
め
「
ま
ぼ
ろ
し
の
北
陸
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
向
一
揆
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
こ
の
地
で
自
刃

し
た
、朝
倉
の
武
将
佐さ

そ

う
々
布
光こ

う
り
ん
ぼ
う

林
坊
（
天
正
２
年
）

の
墓
跡
や
鳥
山
跡
が
あ
り
、
山
頂
付
近
に
は
越
前

打
刃
物
に
使
っ
た
「
か
ん
じ
ゃ
炭
」
を
焼
い
た
、

無
数
の
床
場
跡
も
あ
り
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
は
丹
南
の
平
野
や
敦
賀
湾
・
日
本
海
が

眼
下
に
見
え
、天
気
の
い
い
日
に
は
白
山
連
峰
の
山
々

や
丹
後
半
島
が
望
め
る
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。
自

然
が
多
く
残
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
向
き
の
登
山
コ
ー
ス
で
す
。
若
葉
が
香
る

５
〜
６
月
頃
と
、
紅
葉
と
落
葉
を
踏
み
し
め
な
が

ら
「
切
り
通
し
」
を
歩
く
10
〜
11
月
頃
は
、
楽
し

さ
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
、
歴
史
の
足
跡
を
た
ど
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
藤
木
幸
雄
：
町
文
化
財
保
護
委
員
）

街
道
ロ
マ
ン
調
の

今
庄
小
学
校（
一
）

　

山
や
川
の
大
自
然
に
溶
け
こ
み
、

今
庄
宿
・
北
国
街
道
・
JR
な
ど
新
旧

の
街
道
ロ
マ
ン
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
今
庄
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

し
た
。
そ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

①
研
究
集
会
に
よ
る
企
画
設
計

　

都
市
の
学
校
建
設
で
は
行
政
と
設

計
事
務
所
の
み
で
設
計
さ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
地
元
指
向
を
重
視
す
る
今

庄
小
の
場
合
に
は
実
際
に
使
う
人
た

ち
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
研
究

集
会
）
の
意
見
が
集
約
さ
れ
た
。

ａ
．
教
師
グ
ル
ー
プ（
35
人
）

　

 　

 　

今
庄
小
学
校（
13
人
）湯
尾
小

学
校（
13
人
）今
庄
中
学
校（
９
人
）

の
校
長
か
ら
調
理
師
・
用
務
員

ま
で
幅
広
く
選
ば
れ
て
い
る
。

ｂ
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
グ
ル
ー
プ（
20
人
）

　
　

現
・
旧
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か
ら

ｃ
．
地
域
利
用
グ
ル
ー
プ（
５
人
）

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
代
表
者

ｄ
．
そ
の
他（
13
人
）

　
　

行
政
（
教
委
・
建
設
課
４
人
）

　
　

設
計
者
（
三
事
務
所
６
人
）

　
　

助
言
者
（
建
築
学
者
等
３
人
）

　

ま
た
、
全
体
会
だ
け
で
な
く
、
ａ

ｂ
ｃ
の
各
グ
ル
ー
プ
別
の
研
究
集
会

や
、
各
部
門
別
（
管
理
諸
室
・
普
通

教
室
・
特
別
教
室
・
体
育
関
連
・
給

食
関
連
・
外
構
）
の
各
班
に
分
か
れ

て
の
研
究
集
会
も
開
か
れ
た
。

②
宿
場
町
の
よ
う
な
学
校

　

一
階
を
「
ま
ち
」、
二
階
を
「
い

え
」
と
す
る
二
層
の
空
間
構
成
と
し
、

折
り
重
な
る
い
ら
か
（
瓦
）
屋
根
は

宿
場
町
今
庄
の
町
並
み
を
デ
ザ
イ
ン

モ
チ
ー
フ
と
し
た
も
の
。
一
階
は
災

害
に
強
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
、

職
員
室
な
ど
の
管
理
ゾ
ー
ン
（
代
官

所
・
役
場
）
と
特
別
教
室
ゾ
ー
ン
（
工

房
・
寺
子
屋
）
保
健
室
（
養
生
所
）

が
並
び
、
そ
の
中
心
部
に
12
ｍ
級
の

今
庄
産
杉
の
磨
き
丸
太
柱
が
11
本
立

つ
今
庄
ホ
ー
ル
（
ひ
ろ
ば
）
が
あ
る
。

そ
の
東
側
に
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
・
調

理
室
（
食
堂
・
旅ハ

タ
ゴ籠

）
と
続
く
。
こ

れ
ら
を
結
ぶ
廊
下
（
街
道
筋
）
や
ひ

ろ
ば
は
、
正
に
「
羽
根
曽
お
ど
り
」

に
似
合
っ
た
空
間
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
廊
下
の
最
北
端
に
は
、
探
検
の

森
に
囲
ま
れ
た
鎮
守
の
杜
の
よ
う
な

音
楽
堂
が
あ
り
、
お
祭
り
の
笛
太
鼓

や
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
雰

囲
気
の
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

（
以
下
次
号
へ
）

増
澤 

善
和

伝えたい

ホ
ノ
ケ
山

－

ま
ぼ
ろ
し
の
北
陸
道

－

　

南
越
前
町
の
要
に
当
た
る

と
こ
ろ
に
ホ
ノ
ケ
山
（
７
３ 

７
ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ノ

ケ
山
は
昔
、
京
の
都
や
府
中

（
武
生
）
に
異
変
を
知
ら
せ

た
り
、
日
本
海
を
航
行
す
る

船
に
位
置
を
知
ら
せ
る
た
め

の
「
の
ろ
し
台
」
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。


